
Just! do it
応援します。あなたの活動を夢から実現へ。 （特活）あしやNPOセンター

「活動人口 100％のまち」を目指した市民活動やＣＢ(ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ) を推進します。地域課題解決に繋がる市民活動や
ＣＢを希望している個人・団体の、最初の一歩を応援し、不安を解消、プランを実現化する仕組みをつくるには、中間
支援事業としてトータルサポートが望ましいと考え、実践的支援プログラム「Just! do it」事業を中間支援事業で行う。

心の救急車 /増田温子

１．事業が目指すところ

２．活動・支援の内容

１．相談業務：地域課題解決につながる市民活動や CBに関する相談が増加傾向である。
２．情報提供：ためまっぷ芦屋、月 1回発信するニュースレター等で、団体の活動紹介及びイベントなどを随時発信、
　　また、情報発信のためのチラシ作成指導を行う。
３．人材育成：CBゼミナール、SNS 講座など、運営企画から広報までの支援講座を実施し、活動を広げる場として、
　　CBプレゼンテーション大会へのエントリーを促す。
４．ネットワーク：団体間で互いに補える何かを探り考え出すために、交流会をメインにするだけではなく、セミナー
　　やイベントの流れで交流の場を常に展開している。
５．事務指導：会則、事業計画・予算書、助成金申請書の作成指導等事務手続きが一貫してできるようになったことで、
　　活動に深みが出てきている。

３．活動内容　中間支援業務における活動支援（相談、会場提供、チラシ作成、広報支援）

相談から学びの場へアシストし、自分事としての活動が見えてきていると感じている。ここから、さらに団体のネット
ワークが構築し、それぞれの強み弱みを補い合うプロジェクトが生まれることを期待できる。

４．今後の展望

24時間対応できる「心の救急車」
で、希死念慮の高まった人たちを
対象にしたセーフティネットの仕
組みを作りたい。

絵本道 /更家直子
絵本を活用した場づくりや大人の
居場所づくりの大切さを伝え、こ
れまでの集大成として「絵本の場
づくり」を提案したい。

「つながり」を深めるための傾聴
講座・おはなしルーム/浅野俊昭

心理カウンセラーの経験を活かし、
芦屋の人たちが心を開いて話せる
環境を整えたい。

TAKAHASHI Coffee/ 髙橋英徳
「不良豆」を手作業で取り除く「ハ
ンドピック」で、就労支援とブラ
ンド化を実現するビジネスプラン
を提案したい。

ととのうラボ Ashiya/
　　　松井ゆかり　金子ふみえ

ワンオペ育児の経験からママの居
場所「産前産後のママのためのの
んびりランチパーティ」を月 1回
開催。

CG・J/ 高校生の環境グループ
「美しい」を維持できる街づくり
小学校から始めた活動を高校１年
生の現在まで同級生 20名ほどで、
芦屋市内の清掃活動に勤しんでい
る。


